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　生命、環境、情報など、２１世紀の人間の変容

に関わる重要課題の解決には、従来の学問領域

の枠にとらわれない研究への取り組みが必要と

なっています。�

　情報・システム研究機構は、４研究所が連携す

ることにより、生命、地球、環境、社会などに関

わる複雑な問題を情報とシステムという視点か

ら総合的に捉え、実験・観測による多種・大量の

データからの情報の抽出、真理の発見、データ

ベースの構築とその活用法の開発などの諸課題

に関して、分野の枠を超えた総合科学としての

融合的な研究を通して、新分野の開拓を図るも

のです。また、その成果と新たな研究領域に対

する研究基盤を広く共同利用に供します。�

　さらに、システム情報研究の方法論、データ

ベースやネットワークの高度利用に関する研究

開発と事業を通して、学術研究に関わる国内外

の諸機関に対して、研究の機動的、効果的展開を

支援するための情報基盤を提供することも大き

な使命となります。�

　このように、情報・システム研究機構においては、

各研究所が従来から進めてきた大学共同利用機

関としての研究の充実発展に加え、これまでの研

究所の枠を超えた先端的な融合研究を新たな構

想の下に推進していこうとしています。�

ごあいさつ�

　２１世紀の科学の大きな特徴は、実験や観測技術の

著しい発展による大量情報の産出とそのデータベー

ス化にあり、またそこからの有用知識の抽出技術が

コンピュータとインターネットに支えられて発展しつ

つある点にあります。�

　本機構は、生命・地球・その他の複雑なシステムの

大量データの産生からその情報抽出技術の開発を、

４研究所が協力して取り組むことにより、従来は異分

野とさえ思われてきた先端分野の間を「情報とシス

テム」という新たな観点から結びつけて、新しい研究

分野を開拓しようとするものです。�
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メタウェア�
統計的モデリング�

推論・計算アルゴリズム�

情報技術�
データベース�
情報基盤�

  地球、宇宙、�
生命圏の�
巨大データ�

遺伝子・ゲノムデータ�
生物遺伝資源�

統計数理研究所� 国立情報学研究所� 新領域融合研究�
センター�

国立極地研究所� 国立遺伝学研究所�

情報の科学� システムの科学�

　情報・システム研究機構は、学問諸分野で先

端的な研究を行い、共同研究の推進に中心的な

役割を果たしている大学共同利用機関の最先端

を行く高度で優れた研究環境を活用した、我が

国最初の大学院大学である「総合研究大学院大学」

に参加しています。南極と北極に代表される極

域での自然環境とそこで生起する諸現象をグロー

バルな視点で広く研究する「極域科学専攻」、科

学的仮説の構築、検証等合理的な推論、予測と

発見の実現を目的にデータの有効利用、および

リスクと不確実性の管理などを研究する「統計科

学専攻」、加速度的に進歩・発展しつつある世界

規模の高度情報社会の実現に向けて、適切な先

端情報技術を駆使し、我が国および国際的な、

産業・文化・教育・福祉・生活・環境等に関する様々

な問題を解決し、社会を継続的に発展・調和させ

るための「情報学専攻」、整備されたＤＮＡデー

タベースや数多くの実験生物系等などの遺伝資

源を利用した基礎生命科学研究を遂行できる「遺

伝学専攻」と各研究所の特色を持った専攻となっ

ています。�

■ 決　算 （平成16年度）�

■ 所　員 

�

　新領域融合研究センターは、「これまでの大学

共同利用機関の活動をさらに発展させるとともに、

新分野の創造をめざす」という当機構の基本的

な方針の実現を目指すものであります。�

　新領域融合研究センターでは、国立極地研究所、

国立遺伝学研究所において得られる多種大量の

地球科学、生命科学のデータおよび知見を、統

計数理研究所で研究開発される統計数理のモデ

リング・計算技術および国立情報学研究所にお

いて研究開発される情報技術、情報基盤と結合し、

地球と生命システムの研究分野において新しい

パラダイムの創造を目指して、融合研究の推進

と情報基盤の開発を行います。�

　本年度は、生命・地球環境・情報の３つの柱の

もとに４つの新領域融合プロジェクトを設定して

います。�

　それらは、氷床コアの微生物研究などを行う「地

球生命システムの環境・遺伝基盤の解明とモデ

ル化・予測に向けた研究」、大規模データの解析・

分類・知識の獲得につながる「分野横断型融合

研究のための情報空間・情報基盤の構築」、予測

と発見のためのモデリング技術の開発を志向す

る「機能と帰納：情報化時代に目指す科学的推

論の形」にかかわる研究、生物多様性の謎に立

ち向かう「統計・情報技術を駆使したゲノム多型

と表現型多様性の連関解析システムの開発」です。

これらの下に、それぞれの複数のサブテーマに

ついて有機的な融合研究を行うとともに、将来

の融合プロジェクトたりうる萌芽的な育成融合

研究等を推進します。�

�

4     総合研究大学院大学との連携�
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所員／決算�
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新領域融合研究センター��
新領域融合研究センター��所員／決算�

総合研究大学院大学との連携�

 　　 機　関 所　長 研究教育職員 技術職員 事務職員�

 事　　務　　局    19�

 国立極地研究所  54 25 28�

 国立情報学研究所 （１） 75 9 59�

 統計数理研究所 （１） 50 12 14�

 国立遺伝学研究所 （１） 72 15 19 �

                                                                                                                          ※所長の(  ) は理事が兼務する者を示す。�

● 運営費交付金 20,014,875　�

● 受託研究費 3,123,651　�

● 受託事業費 438,888　�

● 寄　附　金 82,113　�

● 科学研究費補助金 2,067,082　�

 合　　　　計 25,726,609　�

[ 単位：千円 ]
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6     国立極地研究所�

　国立極地研究所は、極地に関する科学の総合

研究及び極地観測を行うことを目的に1973年

に設置された大学共同利用機関です。南極、北極

におけるフィールド観測を基盤に、資・試料の分析、

データの解析、モデリングを通じ地球科学、環境

科学、太陽地球系科学、宇宙・惑星科学、生物科

学などを包含した先進的総合地球システム科学

を共同研究として推進しています。�

　一方、文部科学省におかれた南極地域観測統

合推進本部が推進する南極地域観測事業につい

て、学術研究観測、設営等の役割を担うとともに、

北極域においては、観測施設の運営、野外調査支

援、情報発信および国際対応などの面で、共同利

用の役割を果たしています。�

極地は宇宙への窓�

　夜空を彩るオーロラは太陽風と地球磁気圏との相互作

用の産物であり、その振る舞いは磁気圏・電離圏のプラズ

マ物理過程や太陽風エネルギー流入過程を知る貴重な手

がかり、重要な窓になっています。�

　さらに南極域は、惑星物質である隕石や宇宙塵を効率

よく採集できること、また宇宙線やミリ波電波が地球大

気の阻害を受け

にくく観測でき

ることから、宇宙

や惑星を観測す

る窓として、宇宙・

惑星研究の重要

拠点となってい

ます。�

�

南極から探る地球史�

　南極大陸は、約38億年の地球最古に属する岩体をもつ

地殻で形成されています。5億年前のゴンドワナ大陸形成

にいたる変遷とその後の分裂過程、4千万年前にさかのぼ

る南極氷床の形成につながる現在の南極プレートの性質

を探る上で絶好のフィールドです。形成された氷床のその

後の変動は、それに伴う海水準変動、地殻変動として現在

の地球変動に影響を及ぼしています。「南極から地球史」

の視点は、地球内部や地球表面の諸現象を46億年という

長い時間スケールにわたって解明することにあります。�

南極・北極から�
地球システムを探求します。�

極域科学は地球システムの科学�

　南極、北極を中心とした極域の自然は、宇宙空間から、

磁気圏、電離圏、大気圏、雪氷圏、海洋圏、地圏、生物圏

を通して相互につながりをもち、密接に関連し、それ自体

が一つの大きな自然系を構成しています。極域科学は、こ

うした自然系に関わる幅広い研究分野の基礎に立ち、物理

的、科学的、生物的諸過程とその相互作用を地球システム

の一環として究明することを目的としています。�

極地からみた地球規模環境変化�

　巨大な南極氷床や北極域の氷河。海氷など雪氷圏は地

球の冷源域として大気大循環に影響を与え、また地球規模

海洋循環を左右するなど、地球の気候を支配する重要な要

因です。このため、地球環境の変動に対して、フィードバッ

ク作用などを通じて極域の環境変化が増幅して現れること、

人為的影響の少ない地球のバックグラウンド状態を知るこ

とができること、極限環境下の生態系のふるまいを通して

生命と環境に関する新しい視点を開拓できること、さらに、

雪氷圏の中に過去の地球の気候・環境が記録されている

ことから、極域

で観測すること

は地球規模の環

境変化を知るの

に最適なのです。�

�

国立極地研究所�
 National Institute of Polar Research

国立極地研究所�
 National Institute of Polar Research



学術研究と�
情報の関わり�

学術研究における�
情報の仕組みを解明�

人間・社会と情報の関わり�

社会における人間と�
情報との関わり方�
を解明�

情報学の基礎�

各研究系に対し�
基礎理論を提供�

総合研究大学院大学�
情報学専攻の開設�

東京大学大学院�
　等への協力�

人材育成�

アーキテクチャ�

高性能・高機能の�
ネットワークと�
コンピューティングを実現�

ソフトウェア�

新たなソフトウェア�
　　概念を創出�

メディアと�
ソフトウェアシステム�

人間とメディアとの�
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情報基盤整備事業や社会に�
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情報学研究を推進する7研究系及び2研究施設�
●情報学基礎研究系 ●情報基盤研究系�
●ソフトウェア研究系 ●情報メディア研究系�
●知能システム研究系 ●人間・社会情報研究系�
●学術研究情報研究系 ●実証研究センター�
●情報学資源研究センター�

大学院教育の実施�
総合研究大学院大学情報学専攻�
●一般コース ●国際大学院コース�

連携・受託大学院�
●東京大学 ●北陸先端科学技術大学院大学�
●東京工業大学 ●早稲田大学　等�

�

研究成果の普及�
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RFID（高周波非接触メモリ）�
タグを用いた同時他入力�
デバイスを操作する児童�
�
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坂内正夫所長�

南極・北極から�
地球システムを探求します。�
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総合的に推進します。�
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遺伝子・ゲノムから�
生命システム解明を目指します。�

データに基づく合理的推論の�
仕組みの研究を推進します。�

　予測や発見など「データから情報を取り出す」

ことは人間が行っている知的活動の根幹に関わ

る営みです。情報環境の発達に伴って、現代社会

には膨大なデータが利用可能な形で蓄積されつ

つあります。統計数理研究所は、生命、環境、社会、

経済なども対象とした広義の科学技術の分野に

おいて必須となる「データに基づく合理的推論の

仕組み」の研究を推進し、現代社会におけるデー

タ解析の要請に応えようとしています。�

　予測と知識発見、不確実性のモデリングとリス

クの解析、データの設計と調査、計算推論、基礎

数理、統計資源などに関する方法および理論を、

我が国の科学技術の現場の問題を解決する中か

ら研究開発しています。分野横断的な広がりを

もって、所外の研究者および実務家との共同研究

が多数進行中です。�

基幹的研究組織の構成　�

●モデリング研究系�

多数の要因が複雑に関連した、時間的・空間的に変動す

る現象や知的な情報処理のモデル化、およびモデルに

基づく統計的推論の方法に関する研究�

●データ科学研究系�

不確実性と情報の不完全性に対処するためのデータ設

計と調査、分析の方法および計算機の高度利用に基づ

くデータ解析法に関する研究�

●数理・推論研究系�

統計基礎理論、統計的学習理論の構築、および統計的推

論に必要な最適化、計算アルゴリズムの理論と基礎数理

に関する研究�

戦略的研究組織の構成�

●予測発見戦略研究センター�

複雑なシステムが生み出す大量のデータから有用な情

報を抽出し利用する「予測と発見」のためのモデリング

や推論アルゴリズムなどの研究および統計ソフトウェア

の開発を、ゲノム科学や地球・宇宙科学等の実質科学の

具体的課題の解決に即して行っています。�

●リスク解析戦略研究センター�

社会・経済のグローバル化に伴って増大した不確実性と

リスクの問題に科学的に対応するための、リスク解析に

関するプロジェクト研究を推進するとともに、リスク解

析に関する研究ネットワークを構築して、社会の安心と

安全に貢献することを目指します。�

　国立遺伝学研究所はDNA二重らせん発見の

4年前にあたる1949年（昭和24年）に創設さ

れました。以来50年以上の歴史は20世紀の生

命科学の爆発的進展と重なり、数々の優れた研究

業績を輩出してきました。生命は複雑なシステム

ですが、それを解き明かす上で遺伝学の手法や

考え方は非常に強力です。生命がゲノムDNAに

書き込まれた遺伝情報に基づいて出来上がるか

らであり、生命科学の根幹が遺伝学なのです。現在、

本研究所では5研究系、5研究センター、実験圃

場において36の研究グループが以下の領域で

先端的な研究を進めています。�

　また、生命科学の将来を担う人材を育成する

ために、総合研究大学院大学 生命科学研究科遺

伝学専攻を担当しています。�

ゲノム・大量情報の研究�
　ゲノムの時代の特徴は、生物の全遺伝情報とそのコンピ

ュータ処理です。DNAシーケンシングセンターでは重要な

生物種のゲノム配列や遺伝子配列の決定を次々に進めてい

ます。体系的な遺伝子発現解析や機能解析から遺伝子ネッ

トワークを抽出する研究が続きます。その先は生命システ

ムのモデル化・シミュレーション研究に向かうでしょう。�

生命科学を先導する研究事業�
　DDBJ（日本DNAデータバンク）事業は日米欧３極体制

の拠点としてDNA情報の収集・提供を行っています。�

　生物遺伝資源事業は、わが国の中核として学術研究用の

生物系統等の収集・維持・配布とデータベース化を行って

います。�

情報・システム研究機構　2005

8     統計数理研究所�

�

国立遺伝学研究所 　 9

細胞機能の研究�
　細胞増殖の仕組みは生命の基本です。ゲノムDNAの複製、

分配、細胞分裂の機構、一連の細胞周期の調節機構さらに

は転写の機構についての研究が進みました。タンパク質の

移動や分解調節の研究、そしてナノバイオロジーや1分子

イメージングの技術開発が進められています。�

発生・分化・行動の研究�
　受精卵が発生し器官・個体を作り上げる過程、特に細胞

の運命決定、形態形成、神経回路形成さらには行動などの

遺伝子制御のメカニズムについて、目的に適ったモデル実

験生物（マウス、ゼブラフィッシュ、ショウジョウバエ、線虫、

ヒドラ、シロイヌナズナ、イネなど）を用いて研究が進めら

れています。エピジェネティック制御機構も最近のトピッ

クです。�

進化・多様化の研究�
　複雑な生命システムは長い年月の進化を経て出来上が

りました。進化とはゲノムの変化と選択の繰り返しです。�

　現存の様々な生物ゲノムを比較することにより、進化を

逆にたどる研究が行われています。例えばヒトと類人猿の

比較から、どのようにしてヒトに進化したのか、その解明

が期待されます。�
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大学共同利用機関法人�
情報・システム研究機構�
Research Organization of Information and Systems 

http://www.rois.ac.jp/

［東京連絡所所在地］�
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National Institute of Polar Research
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